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仮説 1.2や 1.3の文章は表現が断定的に過ぎる。表 1.2の説明は不足気味である。 
労働生産性を被説明変数とした回帰分析と、雇用規模や企業数を被説明変数とした回帰
分析ではだいぶ異なる定式化が用いられているが、その理由の説明が不足している。 
サイエンスパークやビジネスインキュベーターの制度や発展の経緯について、より詳細
な記述がほしい。 
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著者はこれらの点を改善した修正稿を提出し、主査の最終確認を経て博士論文の最終版
として提出した。審査委員全員は、本論文が本学博士論文として妥当であるとの結論に達
した。 
